
３
割
の
患
者
が
５
年
以
上

Ｔ
Ｈ
Ａ
後
の
初
回
脱
臼
期
間
検
証

我汝会えにわ

　
同
病
院
で
は
年
間
５
０
０

〜
６
０
０
例
の
股
関
節
手
術

を
行
っ
て
お
り
、
脱
臼
率
は

０
・
２
％
程
度
で
あ
る
。
術

後
は
作
業
療
法
士
が
多
職

種
と
連
携
し
、
日
常
生
活
の

中
で
の
脱
臼
予
防
の
動
作
指

導
を
行
う
が
、
過
度
な
指
導

は
活
動
制
限
に
つ
な
が
り
か

ね
な
い
。
脱
臼
の
特
徴
を
分

析
し
た
指
導
が
必
要
で
あ
る

た
め
、
Ｔ
Ｈ
Ａ
後
の
初
回
脱

臼
時
に
整
復
を
行
っ
た
患
者

１
０
４
例
を
対
象
に
、
脱
臼

期
間
を
後
方
視
的
に
検
証
し

た
。

　
初
回
脱
臼
期
間
は
１
年
未

満
が
52
例
（
48
％
）
お
り
、

そ
の
う
ち
術
後
３
カ
月
以
内

が
45
例
（
43
％
）
を
占
め

て
い
た
。
１
年
以
上
５
年
未

満
は
20
例
（
19
％
）
だ
っ
た

も
の
の
、
５
年
以
上
は
32
例

（
30
％
）
で
あ
っ
た
。

　
５
年
以
上
で
初
回
脱
臼
と

な
っ
た
患
者
は
手
術
時
の
平

均
年
齢
が
64
・
１
歳
と
比
較

的
若
く
、
術
後
経
過
も
長
期

と
な
る
こ
と
が
多
い
。
加
齢

に
伴
う
他
関
節
の
可
動
性
の

影
響
や
、
筋
力
、
姿
勢
が
変

化
す
る
こ
と
で
、
相
対
的
に

股
関
節
の
負
担
が
増
え
脱
臼

に
つ
な
が
っ
た
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
。
そ
の
場
合
、
加

齢
変
化
に
対
す
る
予
防
的
な

運
動
療
法
と
定
期
的
な
可
動

性
や
筋
力
、
姿
勢
の
確
認
、

そ
れ
ぞ
れ
の
手
術
内
容
や
生

　
恵
庭
市
の
我
汝
会
え
に
わ

病
院
（
木
村
正
一
理
事
長
、

百
町
貴
彦
院
長・１
５
０
床
）

は
、
人
工
股
関
節
全
置
換
術

（
Ｔ
Ｈ
Ａ
）
後
の
患
者
の
初

回
脱
臼
期
間
を
調
査
。
５
年

以
上
で
初
回
脱
臼
に
な
る
患

者
が
３
割
い
る
こ
と
が
わ
か

り
、
加
齢
変
化
に
対
す
る
予

防
的
な
運
動
療
法
や
定
期
的

な
可
動
性
や
筋
力
、
姿
勢
の

確
認
が
必
要
な
可
能
性
が
あ

る
と
し
た
。

活
に
沿
っ
た
Ａ
Ｄ
Ｌ
指
導
の

実
施
が
重
要
と
し
た
。

　
一
方
、
術
後
３
カ
月
以
内

の
早
期
脱
臼
が
多
い
理
由
に

つ
い
て
は
、
日
常
生
活
に
戻

り
慣
れ
始
め
る
時
期
で
、
軟

部
組
織
が
修
復
す
る
前
に
物

を
拾
う
、
畑
仕
事
、
掃
除
な

ど
股
関
節
に
無
理
が
か
か
る

動
き
を
行
っ
て
し
ま
う
か
ら

と
み
て
い
る
。

　
清
本
憲
太
作
業
療
法
士

（
非
常
勤
）
は
「
２
回
以
上

の
反
復
脱
臼
に
な
る
時
期
も

改
め
て
検
討
し
、
脱
臼
と
い

う
リ
ス
ク
を
減
ら
す
動
作
指

導
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
る
。

それぞれの手術や生活に沿った
脱臼指導を実施
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